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〈福崎町の未来図〉〈福崎町の未来図〉〈福崎町の未来図〉
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活力にあふれ　風格のある　住みよいまち

  １．住　宅

［現況と課題］

第１節 生 活 環 境 の 充 実

■　町内の住宅は持ち家の比率が高く、約

8割の世帯が持ち家となっています。ま

た、阪神・淡路大震災以降、災害に対す

る関心が深まり「安全・安心な住まい」

が求められています。ＪＲ福崎駅前地区

の密集市街地における防災再開発促進地

区では、防災上危険な木造老朽家屋の建

て替えの促進と、道路、公園などを計画

的に配置し、安全・安心な住まいづくり

に努めることが必要です。これ以外の地

区においても、木造住宅の耐震化の促進

や敷地周囲の緑や空地の確保などが必要

です。さらに、少子高齢化の進行により

核家族化や高齢世帯の増加など多様化が

進みそれぞれの生活様式に対応する質の

高い住まいが求められています。

　　福崎町では、市街化調整区域における

人口減少に対応するため、特別指定区域

制度を活用し、28集落において地縁者等

の住宅区域を指定し、活用が図られてい

ます。

■　公的住宅は、町営住宅が12団地172戸、

県営住宅が4団地54戸、雇用促進住宅が

1団地80戸の計306戸があります。その

うち町営住宅の約７割、県営住宅のうち

2団地19戸が築後30年以上を経過した

老朽化が進んだ建物となっています。町

営住宅では田尻団地・塚本団地の建て替

えが完了しましたが、今後も団地の集約

化を柱とした計画的な建て替えが必要です。
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［基本方針］

［施策の体系］

　「住みたくなるまち福崎町」をめざし、

「安全・安心な住まいづくり」を目標に良

質な住宅と宅地の供給を促進するため、民

間開発の促進・指導及び公営住宅の整備に

努めます。一般住宅では、住民が主体とな

る建築協定の活用など、周辺環境と調和の

取れた住まいづくりの推進に努めます。公

営住宅では、多様化する家族形態、生活様

式に対応した住宅の供給に取り組みます。

建築確認申請の推移

資料／まちづくり課
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［施　策］
（１）住まいの整備
①多様化する需要に対応する住宅供給の促進

　少子高齢化など、社会情勢の変化にとも

ない多様化する住宅需要に対応するため、

家族形態、生活様式に留意した「安全・安

心な住まい」づくりの促進を図ります。

②計画的な公営住宅建て替えの推進

　老朽化が進む公営住宅の建替を進めるた

め、空き家施策と団地の集約化を計画的に

推進し、核家族世帯向けの住宅、高齢者世

帯向け住宅や福祉対応住宅などの供給の検

討とともに、多様化する需要に対応した、

一般住宅の指標となる住まいづくりに努め

ます。また、建て替えの際には、耐震・耐

火構造化を進め地震や火災などの災害に強

い安全な住宅の供給を図り、あわせて周辺

道路、緑地・公園などの整備を図り、土地

の効率的な利用を推進し、用途廃止による

住宅跡地についても公共事業に対する代替

地など、有効活用に努めます。

（２）宅地の供給
①宅地開発の規制・誘導

　良質な宅地を供給するため、市街化区域

とその周辺地域では組合方式による土地区

画整理や民間活力を導入するなど、官民が

一体となって宅地開発を推進し、良質な宅

地の供給を図ります。市街化調整区域の集

落周辺では特別指定区域制度を活用し、既

に指定している地縁者住宅等の区域の有効

な土地利用を促進します。また、指定区域

の充実を図るとともに人口の減少などに対

応するため新規居住者の住宅区域の指定を

推進し、活力の低下しつつある区域の活性

化に努めます。
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  ２．環境保全

［現況と課題］
■　地球温暖化や酸性雨、オゾン層の破壊

など生態系に深刻な影響を及ぼす環境問

題が進行するなかで、二酸化炭素などの

温室効果ガス及び硫黄酸化物などの汚染

物質の排出削減やフロンの回収・破壊な

どの地球規模の対策とともに、自らのラ

イフスタイルを見直し、省資源・省エネ

ルギーなど身近な日常生活の場における

取り組みなどを通して、環境への負荷が

少ない社会を構築することが求められて

います。本町では、辻川山公園、図書館、

福崎幼児園において太陽光発電システム

を導入しています。多くの美しい自然環

境を有する本町においては、環境保全対

策として町内の各企業と公害防止協定を

締結することにより、公害発生の未然防

止に努めてきました。下水道整備により、

身近な水路での水質の改善がみられます。

近年では野焼きなどによる大気汚染や廃

棄物の不法投棄などによって自然や生活

環境が損なわれる恐れがあります。

■　環境問題及び公害防止対策の一層の充

実を図るとともに、住民への啓発活動を

実施することで意識の高揚に努め、総合

的な環境保全・維持・改善に取り組む必

要があります。また、自然環境の保護に

ついては、七種山、日光寺山をはじめと

する本町の豊かな自然を次世代に継承し

ていくため、自然歩道の整備などを行っ

てきましたが、さらに自然保護活動を進

めるとともに、住民全体に自然保護意識

の浸透を図る必要があります。

住宅用太陽光発電導入実績
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［基本方針］

［施策の体系］

［施　策］

　自然を守り、公害のない快適で豊かな生

活環境を将来の世代に継承していくため、

公害問題から地球規模の環境問題まで視野

に入れ、住民一人ひとりが環境保全の担い

手であるという認識のもとに、住民と行政、

関係機関が一体となって環境の保全、公害

の発生防止に取り組み、省資源・省エネル

ギー対策を推進していきます。

（１）自然環境の保全
①自然保護思想の浸透

　住民に自然保護思想を浸透させ、自発的

な自然保護意識の高揚を図るため、自然歩

道を歩こう大会や自然教室など自然に親し

む機会の提供に取り組みます。

②自然保護活動の充実

　七種山、日光寺山をはじめとする本町の

豊かな自然環境を守るため、自主的な保護

活動への支援や地域リーダーの育成によっ

て、自然保護活動を充実させます。また、

自然保護地区などの指定などにより自然の

保護や自然歩道の保全・整備に取り組みま

す。

（２）生活環境の保全
①水質汚濁の防止

　生活排水対策については、町の生活排水

処理計画に基づいて事業を進め、下水道整

備区域の下水道への接続を推進することで、

公共用水域の水質保全に努めます。また、

有害物質の流出を予防し、水質汚濁の防止

を図ります。

環境保全 自然環境の保全

生活環境の保全

グリーンエネルギーの推進

公害の防止

住民意識の高揚・実践

自然保護思想の浸透

自然保護活動の充実

水質汚濁の防止

大気汚染の防止

騒音・振動の防止

不法投棄の防止
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※グリーンエネルギー…エネルギー効率の高い家電製品等の使用、製造工程におけるエネルギー使用の合理化等の省エネルギー
　　　　　　　　　　対策と、太陽光発電、バイオマス発電の導入等の新エネルギー対策を併せた総称。

※ＢＤＦ…………………（Bio Diesel Fuelの略）生物由来油から作られるディーゼルエンジン用燃料の総称。

②大気汚染の防止

　野焼き行為の禁止の周知に努めるととも

に、今後も引き続き状況把握のための大気

観測車による大気測定を継続し、関係機関

と連携して、大気汚染の防止を図ります。

③騒音・振動の防止

　自動車交通騒音の騒音測定を継続し、関

係機関と連携して、被害発生の防止・抑制

に努めます。

④不法投棄の防止

　環境美化を促進するため、公共の場所や

他人の所有地にごみを捨てないように指導

を徹底します。また、住民意識の高揚を図

り、監視体制を充実させることにより、不

法投棄の防止に努めます。

（３）グリーンエネルギーの推進
　地球温暖化をはじめとする環境問題に配

慮し、住民一人ひとりが省エネルギー・省

資源を基調とした環境に優しいライフスタ

イルの転換に努めます。太陽光、太陽熱、

風力などの※グリーンエネルギーの普及啓

発に努め、新設の公共施設には太陽光発電

システムを、また、公用車の燃料には※Ｂ

ＤＦの導入を推進します。また、公共交通

機関の利用促進やグリーンエネルギー自動

車の使用など、環境に配慮した自動車の普

及にも努めます。

（４）公害の防止
　町内立地企業との公害防止協定の締結を

進め、産業活動から発生する大気汚染、水

質汚濁や騒音・振動など、公害発生防止に

努めます。

（５）住民意識の高揚・実践
　自然保護、環境保全についての啓発を広

報活動などを通じて積極的に行い、住民意

識の高揚とともに、美化運動などの促進や

支援を進めます。また、くれさかクリーン

センターや福崎浄化センター等の見学を通

じ、環境教育の充実を図ります。

辻川山公園太陽光パネル
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  ３．ごみ・し尿処理

［現況と課題］
（１）ごみ処理

※３Ｒ…Reduce（リデュース）廃棄物を出さない、Reuse（リユース）再使用する、Recycle（リサイクル）再資源化するの
　　　略称。

■　ごみは生産・消費活動の拡大や生活様

式の多様化にともない、排出量は高水準

で推移し、質的には多様化が進んでいま

す。「大量生産、大量消費、大量廃棄」

型の生活様式から、環境への負荷の少な

い社会の実現をめざすために、ごみの処

理体制の構築とごみ排出抑制や再資源化

による循環型の社会づくりが重要であり、
※３Ｒ（リデュース、リユース、リサイ

クル）をさらに推進していく必要があり

ます。

　　本町では、資源ごみ（缶、びん、ペッ

トボトル、古紙）の分別収集について、

リサイクルの推進を進めるため、平成20

年1月からプラスチック製容器包装と

ミックスペーパー(紙製容器と雑紙)の

2分別を新しく導入し、家庭系可燃ごみ

の減量化を図りました。このような施策

に加えさらに、住民への生ごみの自家処

理やリサイクルの意識啓発などにも努め

る必要があります。また、増加傾向にあ

る事業所から排出される一般廃棄物につ

いても、事業者の協力を得ながら継続的

なごみの減量化、リサイクルへの取り組

みが必要です。一方、本町、姫路市（旧

香寺町・旧夢前町）の広域によるごみ処

理施設「くれさかクリーンセンター」では、

施設の老朽化及び排出されるダイオキシ

ン類対策ため、平成16年・17年に基幹

改良工事を行いました。今後も適正な維

持管理に努めるとともに、住民サービス

の向上をめざした収集・処理体制の確立

に努める必要があります。そのためには

広域的なごみ処理のあり方について検討

していく必要があります。

（２）し尿処理
■　し尿処理は、姫路市（旧香寺町・旧夢

前町）及び神崎郡3町の計1市3町の広

域により「中播衛生センター」で処理し

ていますが、下水道への接続にともない、

収集量が減少しています。また、収集物

であるし尿と浄化槽汚泥の搬入割合が3

対7と逆転しており、当初予想していた

以上に性状の変化が大きく施設に大きな

負担がかかるようになってきました。当

該処理施設は稼動後13年を経て老朽化が

進み修繕費等維持管理費が年々増加傾向

にあることから、将来の施設のあり方に

ついて検討する必要があります。
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［基本方針］
　ごみ処理については、清潔な生活環境を

確保するとともに、限りある資源を有効利

用し、持続可能な循環型社会を形成するた

め、３Ｒを柱としてごみの減量化、再使用、

再資源化を図ります。し尿処理については、

良好な生活環境を確保するため、より効率

的な処理をめざします。

ごみ処理状況の推移

資料／住民生活課
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し尿処理状況の推移

資料／住民生活課
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7,480

13,620

6,1406,1406,1406,140666,1406,14066 44666666666 1406 14040406,140

9,641

14,889

5,2485,2485,2485,248555,2485,24855 484855 8888885555 885555 484855 8888555,248

8,330

12,711

444,3814,3814444 3838444 384 38444 384 384,381

6,713

13,371

6,6586,6586,6586,658666,656,6566 6586586 6586 658658658666 66 666 558858586,658
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［施策の体系］

［施　策］
（１）ごみ処理
①３Ｒの推進

　３Ｒを推進し循環型社会の形成をめざし

ます。マイバック運動をはじめ住民や事業

者への情報提供・意識の啓発に努め、使い

捨て防止、再生利用などごみの資源化、再

利用や自家処理の推進を図ります。また、

限りある資源の有効利用とごみの発生抑制

を促すため商品・製品の製造過程・包装な

ど、製造業者・流通販売業者・消費者の統

合的な協力を要請し、ごみの発生抑制に努

めます。ごみ処理の有料化についても検討

していきます。

②処理施設の整備充実

　近隣自治体との広域的連携を図り、適正

かつ安定的なごみ処理を推進するため、広

域的なごみ処理の将来のあり方について検

討を行います。

③収集体制の整備

　ごみ分別収集計画に対応した収集体制の

整備に努めます。また、住民サービスのよ

り一層の向上をめざすため、きめ細やかな

収集方法の検討とともに、さらに民間委託

　

を推進し、衛生的で効率的な収集の実施に

努めます。

（２）し尿処理
①処理施設の整備充実

　中播衛生センター処理施設について、施

設基幹整備計画に基づいて基幹改良工事を

行い、円滑な施設運営及び処理効率の向上

に努めます。

②収集体制の整備

　下水道の接続に伴う水洗化の動向をみな

がら、より効率的な収集体制の整備を検討

します。

ごみ・し尿処理 ごみ処理

し尿処理

３Ｒの推進

処理施設の整備充実

収集体制の整備

処理施設の整備充実

収集体制の整備
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  ４．上水道

［現況と課題］

［基本方針］
　長期的需要に見合う水源を確保するとと

もに、公共下水道事業に伴う配水管移設や

水道施設の整備・改良を進めます。また、

安全で安心な良質の水を安価で安定供給す

ることに努め、収支バランスのとれた計画

的な経営をめざします。

■　平成19年の給水人口は19,858人で、

99.5%の普及率となっています。安全・

安心・安定した給水に対応するため、水

質の管理、水源の確保や高度浄水処理施

設の導入の検討が必要となっています。

■  引き続き公共下水道事業の施工に併せて、

老朽水道管の更新を行う必要があります。

また、配水池の改良及び耐震整備を行う

必要があります。

■　住民などに対してライフラインである

水道の大切さをＰＲするなど、節水意識

の定着を図ることも重要となっています。

給水人口

給水人口率

生活用

業務営業用

工場用

（人）

（人）

（％）

（m３/日）

（m３/日）

（m３/日）

（m３/日）

19,817

19,718

99.5 

7,132

4,519

2,080

533

１日平均使用水量

平成15年度

19,968

19,868

99.5 

7,194

4,497

2,075

622

平成16年度

19,991

19,891

99.5 

7,349

4,586

2,099

659

平成17年度

20,026

19,926

99.5 

7,355

4,601

2,075

676

平成18年度

19,958

19,858

99.5 

7,205

4,574

1,945

689

平成19年度

資料／水道課

行政区域内人口

●上水道普及状況の推移
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［施策の体系］

［施　策］

※クリプトスポリジウム…塩素消毒に対し耐性がある寄生性原虫。

（１）水源の確保
①水源の整備

　将来にわたり水道水を安定的に供給し、

また、災害等の緊急時に対応できるよう予

備水源の確保に取り組み、自己水源の増強

を図ります。

②兵庫県水道用水の確保

　計画的な兵庫県水道用水の受水により、

必要水量の安定確保を図ります。

（２）水道施設の充実
①水道施設の整備・改良

　施設の保守点検を十分に実施し、必要な

対応を行うとともに、計画的・効率的に地

震などの災害に強い水道施設をめざし、主

要施設および重要管路の耐震整備に取り組

みます。

②公共下水道事業による配水管移設

　公共下水道事業に伴う配水管の移設工事

にあわせて、老朽管の更新および管路の拡

充を図ります。

③安全で美味しい水の供給

　水源地上流域の自然環境の保全に努め、

安全で美味しい水の安定供給を図ります。

また、水質検査を強化するとともに薬品の

適正管理に努め、耐塩素性病原生物※クリ

プトスポリジウム等への対策として、高度

浄水処理施設導入について検討します。

上　水　道 水源の確保

水道施設の充実

水源の有効利用

業務の効率化

水源の整備 

兵庫県水道用水の確保 

水道施設の整備・改良 

公共下水道事業による配水管移設

安全で美味しい水の供給

節水意識の定着化

漏水防止対策

事務事業の充実

管理業務の委託
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（３）水源の有効利用
①節水意識の定着化

　住民などに水の大切さや、水の有効利用

を広くＰＲし、節水意識の定着化を図ります。

②漏水防止対策

　定期的に漏水調査を実施し、漏水の早期

発見に努めます。また、管路図などのデー

タを活用し、漏水の多発する老朽管の布設

替を行い、漏水の防止に努め※有収率の向

上を図ります。

（４）業務の効率化
①事務事業の充実

　各種情報の充実と管理の効率化を図り、

住民サービスの向上を図ります。

②管理業務の委託

　経費削減と業務の効率化をめざし、業務

委託について導入を検討します。

※有収率…送水量に対し収益となった水量の比率。

配水池

水管橋
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  １．消防・防災

［現況と課題］

第２節 安　全　の　確　保

■　本町では、32分団、600人の消防団

員が常備消防である姫路市中播消防署と

連携し、消防業務にあたっています。住

民が安心して日常生活を営み、災害時に

おいて被害を最小限にくい止めるために

は、消防・救急体制と防災対策の充実が

必要です。

　　平成19年4月1日から本町を含む神崎

郡3町は消防事務（消防団、消防水利に

関する事務を除く）を姫路市へ委託して

います。中播消防事務組合時代と比べ消

防・救急サービスを低下することなく提

供できています。

■　近年、社会環境は文化的な生活が進み

快適になった反面、火災をはじめとする

各種災害発生要因は複雑多様化し、危険

性は増しています。消防団においては、

町外勤務者の増加などの影響で団員確保

が難しくなっており、昼間時の消防力の

維持が課題となっています。今後は、消

防団員の確保や消防団の活性化をはじめ

消防施設や水利の整備充実、常備消防・

救急体制の充実のため姫路市との連携強

化を図り、さらには住民への啓発活動を

通じた予防消防に努める必要があります。

■　防災面では、本町は兵庫県西部を中心

に岡山県にまたがる山崎断層帯の活動に

よる地震が予想されています。特に、平

成7年に発生した阪神・淡路大震災を教

訓にしながら、住民が安心して暮らせる

ように防災体制の充実に努めてきました。

兵庫県及び県内自治体相互間の応援協定、

物資の供給協定、郵便局との相互協力協

定など応援態勢の確立を図り、また、自

主防災組織の育成に努めています。自然

災害については予期せず発生するため、

日頃からの備えが必要であり、災害発生

時には迅速かつ的確に対応することが不

可欠であることから、住民、消防団、姫

路市中播消防署、近隣市町、兵庫県並び

に防災関係機関が連携して防災対策を講

ずる必要があります。

■　国民の保護のための措置を的確かつ迅

速に実施するため、「武力攻撃事態等に

おける国民の保護のための措置に関する

法律」に基づき、平成18年度に福崎町国

民保護計画を策定しました。
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10,979

429 40
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［基本方針］

［施策の体系］

　各種災害から住民の生命と財産を守るた

め、消防力の強化と救急救助体制の充実に

努めるとともに防災意識の高揚と防災体制

の充実を図り、住民が安心して生活できる

災害に強いまちづくりを進めます。

火災状況の推移

資料／姫路市中播消防署

0

70,000

60,000

50,000
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80,000
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0
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平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

70,75570,755
5,5805,580

10,97910,979

429429 4040

70,755
5,580

10,979

429 40

消防・防災 消防・救急体制の充実

防災体制の整備

常備消防・救急救命体制の充実

消防団の活性化

消防水利の確保 

防火意識の高揚 

防災体制の充実

防災施設の整備

防災意識の高揚

1818

1414

1818

7

3

18
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損失見積額

発生件数

18

7
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［施　策］
（１）消防・救急体制の充実
①常備消防・救急救命体制の充実

　消防広域化に伴うスケールメリットを最

大限に生かした消防・救急サービスを提供

できるよう姫路市との連携強化を図ります。

消防職員を安定確保し、教育訓練の充実に

努め、多様化・複雑化する災害に対応でき

るよう消防施設・機械器具の整備、機動力

の充実を図るなど消防力の強化に努めます。

救急面では、医療機関との連携を強化する

とともに搬送体制の確立、機材の充実に努

めます。また、傷病者の救命率を高めるた

め、心肺蘇生法の普及や救急救命士などの

養成に努めます。

②消防団の活性化

　地域の消防力を向上させ、地域住民の安

全を確保するため、消防団員の確保、消防

団の育成強化及び消防施設・装備の充実を

図り、消防団の活性化と消防力の強化に努

めます。

③消防水利の確保

　既存施設の適正な維持管理を図るととも

に、消火栓などの増設整備と自然水利の確

保に努めます。

④防火意識の高揚

　防火パレードをはじめ、防火訓練の実施

や啓発活動の強化に努め、住民の防火意識

の高揚を図ります。また、住宅用火災警報

器の設置啓発に努めます。

（２）防災体制の整備
①防災体制の充実

　今後発生が予想される山崎断層帯地震や

近年、多発する局地的な豪雨などの災害に

迅速かつ的確に対応するための指針となる

地域防災計画やテロ事件等予期しない緊急

事態に対応するための国民保護計画を適宜、

見直します。災害時における被害を最小限

にくい止め、住民の生命・財産を守るため

住民、消防団、姫路市中播消防署、兵庫県、

県下全市町並びに防災関係機関との一層の

連携に努め、水防・防災訓練を実施し、情

報の収集・伝達、避難・誘導、救助体制、

情報通信システム、さらに災害時要援護者

の配慮などの総合的な防災体制の充実に努

めます。また、※図上訓練等を実施するこ

とにより、体系的・実戦的な防災に関する

知識・技術の向上を図ります。

②防災施設の整備

　防災備蓄倉庫などの防災施設の整備拡充

を図り、災害時に必要な資機材及び被災者

用生活必需物資などの一層の確保に努めま

す。

③防災意識の高揚

　防災に関する知識の普及や防災意識の高

揚を図るため、防災に関する啓発活動や情

報提供を充実します。各自治会の自主防災

組織の育成を図ることにより、災害から自

らの生命と財産を自らの手で守るという住

民の地域連携意識を醸成し、地域ぐるみの

防災体制の確立に努めます。また、兵庫県

住宅再建共済制度の加入促進に努めます。

216 217 234 265 228

900 913

1,061

958
900
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  ２．交通安全

［現況と課題］

※図上訓練…地図を使い、進行管理者が被害想定に関する情報を提示し、それをもとに災害対応について訓練参加者が討論し地
　　　　　図に書込ながら検討する訓練のこと。

■　本町は、中国縦貫自動車道と播但連絡

道路が交差するインターチェンジを有し、

主要幹線道路の国道312号、県道三木宍

粟線が南北・東西に通る交通の要衝地で

あることから、各種店舗が進出し、交通

量は増加傾向が続いています。交通事故

件数は、これまで増加傾向にありました

が、啓発や道路及び安全施設の整備等に

より、横ばい状態になっています。事故

の形態については、原因が自己中心的な

行動であるものが大半を占めており、交

通マナーの低下が危惧されています。ま

た、長寿化にともない、高齢者が事故の

被害者となるだけでなく、加害者となる

事例が増えています。

■　自治会や学校などで交通教室などを実

施し、また、交通安全モデル地区や交通

安全モデル事業所の指定を行い交通安全

意識の高揚を図ってきました。今後も、

運転者や歩行者のモラルの向上、高齢者

の事故防止に努め、より一層の交通安全

対策の強化を図る必要があります。

交通事故発生状況の推移

資料／福崎警察署
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［基本方針］

［施策の体系］

［施　策］

　交通事故から住民を守るため、住民が集

まる機会をとらえて身近なところから啓発

活動を進め、多くの住民、団体が参加する

交通安全運動を展開し、交通安全思想の普

及徹底及び交通安全意識の高揚を図ります。

（１）交通安全思想の普及
①交通安全教室の充実

　子どもから高齢者までを対象に、交通安

全映画・講話などの交通安全教室を自治会

単位で開催します。学校や事業所に対して

も交通安全教室を開催し交通安全意識の高

揚に努めます。また、毎年、交通安全モデ

ル地区や交通安全モデル事業所、交通事故

防止強化運動地区を指定し、一年を通じた

計画的な啓発活動を進めます。さらに、住

民が集まる機会をとらえ交通安全教室の開

催など、身近なところから啓発活動を進め

ます。

②交通安全運動の推進

　交通安全対策会議や関連団体組織の協力

を得て、春・秋の全国交通安全運動、夏・

年末の交通事故防止運動を中心に啓発活動

や街頭指導など、住民参加の交通安全運動

を支援し、自主的な活動を促します。

③交通安全に関する情報の提供

　広報などにより、高齢者の免許自主返還

の促進など交通安全に関する情報の提供に

努めます。

1,288 1,057 839 599 576

交通安全 交通安全思想の普及 交通安全教室の充実

交通安全運動の推進 

交通安全に関する情報の提供
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  ３．防　犯

［現況と課題］
■　近年、全国的に犯罪の凶悪化や低年齢

化が進み、従来みられなかったような犯

罪が多発しています。地域社会において

も窃盗事件の発生や不審者、変質者の出

没などの危険性が高まっています。また、

振り込め詐欺やインターネットを利用し

た犯罪などの防止対策が重要です。

■　本町では、住民の防犯・防災意識の高

揚を図り、自主的な安全活動を推進する

ことにより、地域の生活の安全に寄与す

ることを目的として、生活安全条例を制

定しています。犯罪のない明るく安全な

地域社会を実現するためには、犯罪の未

然防止に対する住民意識の高揚や地域住

民の連帯意識の醸成に努めるとともに、

犯罪を防ぐ環境整備を図る必要がありま

す。また、安全な生活を守るためには、

警察をはじめ、防犯指導委員会、地域安

全推進協議会、まちづくり防犯グループ

などの関係団体と連携しながら犯罪の未

然防止を図ることが必要です。

刑法犯認知件数の推移

資料／福崎警察署
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［基本方針］

［施策の体系］

［施　策］

　犯罪のない明るい安全な地域づくりをめ

ざし、自主防犯意識の高揚に努めるととも

に、犯罪防止のための環境整備を図ります。

（１）自主防犯意識の高揚
　犯罪防止の広報活動や街頭キャンペーン、

出前講座による啓発活動などを通じて、防

犯思想の徹底に努め、住民の自主的な防犯

意識の高揚を図ります。

（２）防犯環境の整備
　防犯対策については、警察や防犯指導委

員会、地域安全推進協議会、まちづくり防

犯グループなどとの連携をとりながら、住

民や関係機関の協力のもとに、地域ぐるみ

で犯罪の防止に努めます。また、地域から

の要望と緊急性を考慮しながら、防犯灯や

啓発看板を設置し、青色回転灯装備車を増

車するなど、パトロール強化を進め、防犯

環境の整備に努めます。

403

防　　　犯 自主防犯意識の高揚

防犯環境の整備

街頭キャンペーン

503 408 360 333

386

486

396
349

320
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  ４．消費者対策

［現況と課題］
■　消費者行政としては、地球環境問題へ

の身近な取り組みや、住民の安全で安心

なゆとりある家庭生活の実現をめざして、

生活科学センターを拠点に消費者への的

確な情報提供、商品に関する正しい知識

の普及、消費生活相談、消費者団体の育

成などの消費者の利益の確保やリサイク

ル運動への支援を実施しています。

■　全国では数少ない町立の生活科学セン

ターとして、今後は、更に消費者の利益

の確保に努める必要があります。また、

経済環境の変化や生活の情報化・広域化、

複雑化にともなって、消費生活相談内容

も年々複雑・多様化しており、これらの

問題に積極的に取り組むとともに、消費

者被害の未然防止・拡大防止を図るため、

的確な情報の提供を行い、特に高齢層・

若年層への啓発活動を強化していく必要

があります。また、多重債務問題が大き

な問題となっています。

消費生活相談件数の推移

資料／生活科学センター
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［基本方針］

［施策の体系］

［施　策］

 消費生活の多様化が進む中で、住民生活

の安全と安心のために消費者の権利の尊重

及び消費者が自主的に行動できるように自

立支援を基本に消費者対策の推進に努めま

す。また、消費者意識の啓発や消費者運動

の支援を進めるとともに、地域社会におけ

る消費者・事業者・行政の交流を推進して

いきます。

（１）消費者の権利の尊重
①消費者の権利の尊重のための施策の充実

　消費者の利益の擁護及び増進のために条

例の制定や安全の確保・消費者契約の適正

化、また、商品の計量・表示・規格の適正

化を図ります。　

②相談業務の充実

　消費生活相談業務の住民への周知ととも

に、関係機関と連携を図りながら、相談体

制の整備・充実を進めることにより消費者

の利益の確保に努めます。また、最近特に

増加してきた多重債務問題についても専門

機関と連携して消費者救済に努めます。

③情報提供の充実

　消費者に商品、サービスに関する正しい

知識の普及を図るため、広報誌への掲載や

パンフレットの発行及び出前講座により、

的確な情報提供に努めます。

（２）消費者の自立の促進
①消費者意識の啓発

　消費者が自主的で的確な判断力を身につ

けるために、情報提供の充実や学校教育に

おける消費者教育の充実を図るとともに、

高齢者へ生涯学習講座やグループ学習会な

ど、様々な行事への参加を促します。また、

消費者対策 消費者の権利の尊重

消費者の自立の促進

消費者・事業者・行政の交流の推進

消費者の権利の尊重のための
施策の充実

相談業務の充実 

情報提供の充実 

消費者意識の啓発

消費者団体への支援の拡充 

エコライフの推進 
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※グリーン購入…購入の必要性を十分に考慮し、環境負荷ができるだけ小さい製品やサービスを環境負荷の低減に努める事業者
　　　　　　　から優先して購入すること。

消費生活研究会の活動を通して消費者意識

の啓発を推進します。

②消費者団体への支援の拡充

　消費生活の様々な問題に取り組む団体の

育成を図るとともに、自主的な学習・調査

活動のための環境整備や活動への支援を行

ないます。

③エコライフの推進

　環境問題への身近な取り組みとして、省

エネルギー、ごみの分別・ごみ減量、家庭

用品等のリサイクルや※グリーン購入など、

環境にやさしい生活を推進します。

（３）消費者・事業者・行政の交流
　　　の推進
　消費者・事業者・行政という異なった立

場の人が、活発に意見を交換し、ともに手

を携えて消費生活の向上をめざすことが出

来るよう交流機会の拡大を図ります。

生活科学教室

夏休み親子教室
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〈福崎町の未来図〉〈福崎町の未来図〉〈福崎町の未来図〉

高岡小学校高岡小学校6年高岡小学校6年
もり　り　もと　と　そう　う　ま

森本壮真森本壮真
もり　もと　そう　ま

森本壮真

基本計画基本計画
第６章

活力にあふれのびゆく
　　　　　　　まちづくり

第６章

活力にあふれのびゆく
　　　　　　　まちづくり
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活力にあふれ　風格のある　住みよいまち

  １．農林業

［現況と課題］

第１節 農 林 業 の 振 興

■　本町では、昭和45年に農業振興地域整

備計画を策定し、その後６回の見直しを

行い、各種の農業振興施策を推進してき

ました。しかし、農業生産意欲の低下、

後継者不足、耕作放棄地の増大、過剰投

資による生産コストの高騰などのほか、

農産物の自由化をはじめ、安全・安心な

農産物への消費者ニーズの拡大など農業

をめぐる社会、経済情勢は依然厳しい状

況にあります。中でも、※世界貿易機構（Ｗ

ＴＯ）のもとでの貿易の自由化や利害が

一致する国や特定の地域との間で関税撤

廃等をめざす※自由貿易協定（ＦＴＡ）

締結の動きも活発化しており、輸入食料

の関税率引き下げによる輸入量の増加な

ど、新たな農業問題が発生しています。

そういった様々な農政上の課題解決を図

るため、「農政改革三対策」が打ち出さ

れ、担い手の育成・確保を中心に衰退著

しい農業、農村をいかに再生させるか、

地域の実態に即しながら、着実な実現を

図ることが最重要課題となっています。

また、畜産においては悪臭や虫害等の畜

産公害が問題となっています。

■　今後は、活力ある農業・農村を築き、

魅力とやりがいのあるものとなるよう、

土地基盤の整備だけでなく、後継者や担

い手の育成・生産組織の強化・農地の流

動化・生産性向上を図っていく必要があ

ります。さらに農地の有する環境保全機

能の維持・向上及び食料の安定供給のた

め、農薬や化学肥料の適正利用に努め、

安全・安心で新鮮な農産物を提供し、
※ファーマーズマーケット（旬彩蔵）な

どを拠点とした地産地消の推進を図って

いく必要があります。

■　森林は多くの公益的機能を担っている

ことから、保全・保護を基調とした取り

組みが必要です。特に、松くい虫被害に

より、緑豊かな自然環境の悪化が生じて

いますが、松くい虫航空防除による健康

被害も懸念されるなど、そのあり方につ

いても検討する必要があります。また、

森林組合の広域化についても検討がされ

ています。

※世界貿易機構………………貿易自由化を推進することを目的として創設された国際機関。
※自由貿易協定………………２国間または多国間の協定により、物やサービスの関税や数量制限など貿易の障害を相互に撤廃し、
　　　　　　　　　　　　自由貿易を行なうことを目的とした協定。

※ファーマーズマーケット…地域の農家が自ら生産した農作物を消費者に直接販売する市場。

1,630

田
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農業就業者数の推移（各年２月１日）

資料／農林業センサス

資料／農林業センサス
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経営耕地面積（平成17年2月1日）
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占める比率
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［基本方針］

［施策の体系］

　安定し発展する農業を確立していくため、

生産基盤の整備、営農組織の育成、後継者

の育成を図ります。個性や創意工夫のある

農業の育成や新しい農業経営を推進してい

きます。農地の持つ多面的機能を維持する

ため、農地の保全と有効活用の推進、地域

での啓蒙や食と農に関する教育などを進め

ます。さらに、森林の持つ公益的な機能の

育成・保全に努めます。

農　林　業 安定した農業経営の確立

個性や創意工夫のある農業の育成

新しい農業経営の展開

農地の有効活用

農地の多面的機能の維持

林業の育成と森林の保全

生産基盤の整備

集落営農組織の育成・強化

後継者の確保・育成 

特産品・高付加価値産品の研究・開発

畜産の振興

産地づくりの推進

農産物の地産地消の推進

交流の促進

町民農園などの整備

遊休農地の有効活用

地域での啓発

食と農に関する教育の推進

林業の育成

森林の公益的機能の啓蒙と交流の推進
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［施　策］

※認定農業者………「農業経営基盤強化促進法」に基づき、プロの農業経営をめざす農業者が農業経営改善計画を作成・申請し、
　　　　　　　　市町村の基本構想に照らして基準に適合すると認定を受けた農業者。

※兵庫県認証食品…兵庫県産の農林水産物及びこれらを主原料として製造された加工食品が対象で、「個性・特長」、「安全性
　　　　　　　　の確保」、「安心感の醸成」を認定基準として、第３者機関の意見を踏まえて審査・認証されたもの。

（１）安定した農業経営の確立
①生産基盤の整備

　未整備地でのほ場整備事業を推進し、優

良農地の確保・有効利用を図るとともに、

生産性の向上とコストの低減を図ります。

また、かんがい用排水施設の整備やため池

の改修などにより、農業用水の安定供給を

図ります。

②集落営農組織の育成・強化

　担い手不足の地域においては、農業機械

や諸施設の共同化や農作業の受委託を推進

する中で、集落リーダーやオペレーターを

育成し、集落営農の組織化や育成を図りま

す。また、経営管理能力の向上、経営の多

角化や規模拡大、人材確保、節税対策など

の観点から営農組合の法人化を推進します。

③後継者の確保・育成

　農業後継者や担い手を確保・育成するた

め、関係機関と連携して情報交換し、技術・

知識に関する教育研修や自主的な活動に対

しての支援に努めます。また、※認定農業

者への誘導を促進し、研修会や情報交換の

場を提供する等、組織化をめざします。

（２）個性や創意工夫のある農業の
　　　育成
①特産品の開発・高付加価値産品の研究・

　開発

　多様化する消費者ニーズに応え、「もち

むぎ麺」に続き、「もちむぎパスタ」等の

商品開発を推進します。また、安全・安心

で付加価値の高い農業生産品の研究を進め、

「※兵庫県認証食品」の認証採択をめざし

ます。

②畜産の振興

　関係機関と連携を図りながら、経営改善

や畜産物を安定生産できるよう指導・助言

を行います。また、家畜排せつ物処理施設

の整備などを促進するとともに、耕畜連携

によるたい肥等を活用した土づくりを推進

します。

（３）新しい農業経営の展開
①産地づくりの推進

　生産者と消費者の信頼関係に根ざした「顔

が見える」関係づくりに努め、消費者ニー

ズに応じた多様な農産物の生産を促進し、

契約栽培や有機農法など生産者自らが売れ

る商品をめざす産地づくりを進めます。

②農産物の地産地消の推進

　地元で生産された安全・安心で新鮮な農

産物を提供できるように、ファーマーズ

マーケット（旬彩蔵）を中心とした地域内
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流通の促進や新たな拠点づくりをめざし、

地産地消を推進します。また、学校給食に

おいては地元農産物や特産品もち麦の供給

拡大を図ります。

③交流の促進

　新鮮で魅力ある地場農産物の直販や各種

イベントを通じて、生産者と消費者との交

流の機会を積極的に設けるように努め、情

報交換や都市との交流を促進し、農業経営

の活性化を図ります。

（４）農地の有効活用
①町民農園などの整備

　非農家の生きがいが実感できる農業体験

の場として、町民農園の整備に向けて取り

組んでいきます。

②遊休農地の有効活用

　農業振興地域内の休耕田などの所有者や

借受希望者に対し情報提供を行い、放棄田

の発生防止に努め、農地の有効利用を図り

ます。

（５）農地の多面的機能の維持
①地域での啓発

　地域住民が一体となって、生態系の保全

や景観形成、農村環境に配慮した農地や農

業用施設の保全管理に取り組み、農地の多

面的機能を発揮できるよう、地域での啓発

に努めます。

②食と農に関する教育の推進

　関係機関と連携して、学童農園における

体験学習を行い、もち麦を使った調理・加

工体験の実施や学校給食などを通じ、食と

農に関する教育を推進します。

（６）林業の育成と森林の保全
①林業の育成

　森林の保全・保護への取り組みを継続す

るとともに、松くい虫対策については航空

防除・伐倒駆除以外の施策についても検討

を行います。森林での作業の効率化を図る

ため、林道の保全・整備に努め、造林事業

においては、人工造林・下刈り・間伐・樹

種転換などに対し支援を進めます。また、

森林組合の広域化について、近隣市町と調

整を図りながら検討を行います。

②森林の公益的機能の啓蒙と交流の推進

　森林の公益的機能について、広報活動な

どを通じ啓発に努めます。また、森林に親

しみたいグループを募り、山間での活動を

通じ、都市との交流を進めます。

旬彩蔵
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  １．商　業

［現況と課題］

第２節 商 工 業 ・ 観 光 の 振 興

■　県道三木宍粟線沿線、福崎インター

チェンジ周辺には、駐車場を備えた郊外

型の大中型店舗が立地し、町内の中心的

な商店街を形成しています。一方、古く

から商業集積地域であるＪＲ福崎駅周辺

および新町地区、辻川地区は、経営者の

高齢化や後継者不足、店舗の魅力の低下

等により商業力が低下しており、道路の

狭あい及び歩道や駐車場も不十分であり

衰退の状況です。また、近隣市に大型商

業施設が進出し、町内の商店への影響が

懸念されます。

■　今後、福崎インターチェンジ周辺など

については、消費者のニーズ、利便性を

備えた広域商業拠点地区の推進を図る必

要があります。ＪＲ福崎駅周辺地区及び

新町地区、辻川地区を地域に密着した商

業地区として育成、整備するため地区に

合った施策を積極的に推進することが必

要です。

■　商工行政を担う商工会は専務理事の不

正経理・横領により過大な負債処理とい

う問題を抱えていましたが、商工関係者

の協力や県・町の支援を受け、その問題

解決の目途がたちました。今後、商工会

は、企業の現状とニーズを的確に把握す

るための訪問活動を積極的に行うなど、

地域の総合経済団体としての取り組みが

必要です。
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［基本方針］

［施策の体系］

　福崎インターチェンジ周辺などにおいて

は、広域商業集積拠点地区づくりの整備を

進めます。また、古くからの商業集積地域

は、消費者の快適性と利便性に配慮した地

域密着型商店街の整備を進めます。商工会

については、組織強化、会員サービスの向

上を図り、商業経営基盤の充実と安定化に

努めます。

商　　　業 魅力ある商店街の形成

商業経営の充実

商業拠点地区の整備・促進

商店街環境の整備

新しい店舗形態の推進 

経営指導体制の充実

各種融資制度の充実 

人材の育成

商業力の推移

資料／商業統計調査

0

1,500

1,000

500

2,500

2,000

（人・店）

0

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

（百万円）

平成９年 平成11年 平成14年 平成19年平成16年

2,1272,127

361361 363363

2,1422,142

324324

2,1122,112

308308350350

2,127

361 363

2,142

324

2,112

308350

2,3042,304 2,3112,3112,304 2,311

商店数
年間販売額

従業者数

65,91165,911 63,10463,104 63,93263,932
60,30260,302 62,89962,89965,911 63,104 63,932
60,302 62,899
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［施　策］
（１）魅力ある商店街の形成
①商業拠点地区の整備・促進

　福崎インターチェンジ周辺などは土地の

合理的な活用を図り、広域商業拠点地区に

ふさわしい魅力的な商店街の整備を進め、

商業の活性化を図ります。ＪＲ福崎駅周辺

および新町地区と辻川地区は地域密着型商

店街と位置づけ、個性的で魅力的な商店街

の整備を進めます。

②商店街環境の整備

　商業拠点地区においては、歩行者空間、

駐車場、憩いと団らんの広場などの整備を

進め、快適さと利便性の向上に努めます。

ＪＲ福崎駅から新町地区にかけて本町発展

のシンボルロードが形成されるよう、計画

づくりと地元の合意形成に向けての取り組

みを行います。

③新しい店舗形態の推進

　消費者のニーズの多様化に対応する新た

な店舗形態づくりの計画に取り組み、商工

会と連携して小資本で商業経営が可能とな

るよう支援に努めます。また、「民俗学と

もちむぎパスタのまちづくり」事業など地

域資源を活用した事業を展開し、大型商業

施設にはない個性ある商店の育成と商業の

活性化を図ります。

（２）商業経営の充実
①経営指導体制の充実

　商工会、商工関係者や町が連携を図りな

がら経営診断、研修会事業や経営改善に対

する活動を支援していきます。

②各種融資制度の充実

　融資相談業務の充実を図るとともに、各

種融資制度の利用促進に努めます。

③人材の育成

　研修会や異業種間および地域間の交流を

通じて、経営者や従業者の育成に努めます。

2,127

361 363

2,142

324

2,112

308350

2,304 2,311

65,911 63,104 63,932
60,302 62,899
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  ２．工　業

［現況と課題］

［基本方針］

■　平成20年現在、福崎工業団地24社、

福崎企業団地11社、福崎町東部工業団地

7社、計42社の企業が進出しています。

引き続き、工業団地への優良企業の誘致

を進める一方で、連絡道路網の整備や下

水道の整備などを進め、町内既存企業の

育成に十分配慮していく必要があります。

　若年層の定着化や町内住民の雇用創出を

図るため、工業団地には優良企業の誘致と

ともに、町内の既存企業の育成に努め、健

全な工業の振興を進めます。また、就業者

のための住宅施策を進めます。

工業力の推移（各年12月31日）

資料／工業統計調査

0

5,000
（人・か所）

0

3,000

2,400

1,800

1,200

600

（億円）

747474

3,000

2,000

1,000

4,000

平成14年 平成15年 平成16年 平成18年平成17年

4,4094,4094,409
4,0334,0334,0334,1544,1544,154

4,3434,3434,343
4,0904,0904,090

868686858585 828282 818181

事務所数
製造品出荷額

従業者数

1,6391,639 1,7101,710
1,8231,823 1,7891,789 1,8501,850

1,639 1,710
1,823 1,789 1,850
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［施策の体系］

［施　策］
（１）工業団地への企業誘致
①企業誘致の促進

　企業進出の優遇措置などを検討すること

により、工業団地への優良企業の誘致を進

め、地元住民に雇用創出の場を確保し、生

活基盤と経済の活性化を図ります。

②環境の整備促進

　福崎工業団地、福崎企業団地、福崎町東

部工業団地に関連する道路網整備や下水道

などの整備を図り、景観に配慮した工業団

地の形成をめざします。

（２）地元企業の育成
①各種融資制度の充実

　地元企業における技術力向上や設備近代

化を支援する各種融資制度の充実と利用の

促進を商工会と連携して進めます。

②経営指導体制の充実

　経営者や就業者の研修機会の拡充、経営

診断の活用を促す指導体制の充実を図ります。

③人材の育成

　国際化や技術革新の進展など、新しい経

営環境に対応できる人材の育成に努めます。

74

4,409
4,0334,154

4,343
4,090

8685

工　　　業 工業団地への企業誘致

地元企業の育成

企業誘致の促進

環境の整備促進

各種融資制度の充実

経営指導体制の充実

人材の育成

82 81

1,639 1,710
1,823 1,789 1,850
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  ３．観　光

［現況と課題］
■　国の指定文化財である「木造薬師如来

坐像」を有する神積寺、日本民俗学の父

柳田國男生家及び記念館、ひょうご文化

100選の辻川界隈、近畿観光百景・県観

光百選・県下八景の七種の滝や近くには

金剛城寺、沙羅の寺應聖寺などの観光資

源があります。また、大麦の一種である「も

ち麦」を使った特産品「もちむぎ麺」の

売店、食堂を備えた特産館「もちむぎの

やかた」もあります。しかし、全国を対

象とした観光資源が少ないため、観光客

のほとんどは県内からの日帰り客となっ

ています。

■　今後は、観光施設、観光ルート等の整

備を進め、観光を目的に訪れる人の増加

を図る必要があります。そこで、観光地

や行楽地へのアクセス道路の案内標識等

の整備に取り組むとともに、銀の馬車道

を中心として広域的に観光・行楽地を有

機的に結ぶ観光ルートの整備と農業や商業、

辻川界隈などの観光的活用を図り、まち

の観光資源として積極的にＰＲし、相互

の結びつきを強化していく必要があります。

柳田國男・松岡家顕彰会記念館入館者数の推移

資料／（財）柳田國男・松岡家顕彰会

0

6,000

4,000

2,000

8,000
（人）

平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度 平成19年度

6,6296,629 6,3686,368 4,7184,718 5,2395,239 5,6315,6316,629 6,368 4,718 5,239 5,631
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［基本方針］

［施策の体系］

［施　策］

　多様化する観光・行楽需要に対応するた

め、銀の馬車道を中心とした広域的な目線

での誘客を図ります。また、七種の滝や辻

川界隈などの観光スポットやアクセス道路

の案内標識等の整備を進め、農林業・商業

などとの連携を強化し、産業としての観光

の振興を図ります。

（１）観光資源の開発・整備
①自然環境の活用

　七種山、春日山、辻川山の里山林や遊歩

道、登山道等の整備、管理に努めます。

②歴史・文化エリアの整備

　柳田國男生家及び記念館など歴史・文化

資源が多く分布する辻川界隈などの観光施

設の整備や、アクセス道路の観光案内標識

等の整備を進めます。また、既存の辻川界

隈散策コースの定着を図り、新たな観光

ルートづくりについても検討します。

（２）広域観光ルートの形成
　歴史資源、公園、水辺や七種山、三獅子

山、日光寺山、春日山を結ぶ自然歩道など

を活用した観光ルートの整備を進めます。

また、銀の馬車道を中心として、近隣市町

と連携した広域観光ルートを設定し、利用

促進に向けてのＰＲに努めます。

6,629 6,368 4,718 5,239 5,631

観　　　光 観光資源の開発・整備

広域観光ルートの形成

観光の振興

自然環境の活用

歴史・文化エリアの整備

宣伝活動の強化

特産品の開発と普及
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❹

❻

❶

❷

❸

❸

❼

❺

⑧

⑨

（３）観光の振興
①宣伝活動の強化

　観光協会などと連携を図り、観光パンフ

レットを更新しながら、まちの観光・行楽

資源をＰＲし誘客に努めます。また、辻川

界隈観光ボランティアガイドを通じて歴史・

文化・自然及び伝統催事等の観光魅力につ

いて紹介するとともに、観光客との心の交

流が図れるよう、活用促進に努めます。また、

情報発信の新たな拠点づくりを検討します。

②特産品の開発と普及

　商工会やＪＡ兵庫西、地元企業との連携

を図り、もち麦を中心とした特産品やみや

げ物の開発と普及に努めます。

七種の滝

應聖寺

大庄屋　三木家

木造薬師如来坐像（神積寺）

金剛城寺
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❶七種の滝
❷つなぎ岩
❸青少年野外活動センター
❹金剛城寺
❺應聖寺
❻旧小國家住宅
❼固寧倉
❽井上通泰の歌碑
❾大庄屋三木家住宅
10 旧辻川郵便局

中国縦貫自動車道

播
但
連
絡
道
路

市
川

凡　　　　　例

❹

❻

❶

❷

❸

❸

❼

❹

❺❺

❻

❶

❷

❸

❸

❼

観光資源・施設配置図

⑧

⑨

❽

❾

16

17

18

11 もちむぎのやかた
12 柳田國男生家
13 鈴の森神社
14 神崎郡歴史民俗資料館
15 柳田國男・松岡家顕彰会記念館
16 神積寺
17 岩尾神社
18 日光寺
19 八千種自然活用村
 20 福崎東洋ゴルフ倶楽部

緑の回廊自然歩道：

N

0 1 2km
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